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研
究
会
日
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
三
年
～
一
九
八
四
年
）
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）
　
二
一
月
六
日
　
第
一
九
回
研
究
会
（
甫
水
会
館
）
　
○
研
究
報
告
－
ー
松
岡
八
郎
「
加
藤
弘
之
の
前
期
政
治
思
　
　
想
」
　
○
『
井
上
円
了
研
究
』
第
二
号
の
内
容
に
つ
い
て
討
議
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
五
ロ
月
一
〇
日
　
第
二
〇
回
研
究
会
（
東
洋
大
学
第
二
会
議
室
）
　
○
今
年
度
の
研
究
発
表
に
関
す
る
計
画
を
検
討
　
○
井
上
円
了
研
究
を
今
後
も
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
　
　
今
年
度
は
当
面
、
円
了
の
文
献
資
料
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
作
　
　
成
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
定
六
月
二
九
日
　
第
二
一
回
研
究
会
（
甫
水
会
館
）
○
研
究
報
告
－
北
田
耕
也
「
井
上
円
了
の
社
会
教
育
思
想
　
研
究
の
一
視
点
」
○
東
洋
大
学
百
周
年
記
念
諸
事
業
と
円
了
研
究
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
、
第
三
部
会
と
し
て
関
係
し
て
い
る
記
念
事
業
委
員
会
小
委
員
会
の
討
議
経
過
の
報
告
一
一
月
八
日
　
第
二
二
回
研
究
会
（
甫
水
会
館
）
○
研
究
報
告
　
　
高
木
宏
夫
「
井
上
円
了
の
宗
教
観
」
○
図
書
館
に
設
置
さ
れ
る
「
井
上
円
了
資
料
室
」
に
つ
い
て
　
の
会
議
報
告
と
第
三
部
会
と
し
て
の
対
応
を
討
議
○
『
井
上
円
了
研
究
』
刊
行
に
つ
い
て
討
議
○
第
三
部
会
総
合
研
究
会
の
開
催
に
つ
い
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
決
定
＝
月
二
九
日
　
○
第
二
回
井
上
円
了
学
術
総
合
研
究
発
表
会
（
東
洋
大
学
第
二
　
会
議
室
）
に
お
い
て
、
第
一
二
部
会
は
、
飯
島
宗
享
「
井
上
　
円
了
の
教
育
理
念
」
を
発
表
79
一
二
旦
〒
三
・
第
二
三
回
研
究
三
麟
麟
所
）
○
総
合
研
究
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
「
井
上
円
了
の
教
育
　
　
理
念
」
を
決
定
し
、
総
合
討
議
の
形
で
成
果
を
発
表
す
る
　
　
た
め
に
、
項
目
の
選
定
等
に
つ
い
て
討
議
＊
（
付
記
、
井
上
円
了
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
六
月
二
二
日
　
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の
打
合
せ
会
議
を
開
き
、
作
業
計
画
を
つ
く
っ
　
て
取
組
ん
で
い
る
。
七
月
二
日
に
は
百
周
年
記
念
論
文
小
委
員
会
　
の
要
請
に
応
え
て
、
デ
ー
タ
の
一
部
を
円
了
著
述
目
録
と
し
て
ア
　
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
提
供
し
た
．
〕
）
80
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
六
編
の
原
稿
に
つ
い
て
井
上
　
民
雄
耳
南
船
北
馬
集
』
第
一
六
編
の
原
稿
が
、
哲
学
堂
の
図
書
館
に
入
る
前
は
、
富
士
前
の
家
の
倉
に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
の
哲
学
堂
の
と
こ
ろ
の
家
に
引
越
し
て
、
私
が
原
稿
を
発
見
し
た
時
期
は
、
昭
和
五
一
年
で
、
哲
学
堂
の
図
書
館
に
ず
っ
と
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
図
書
館
に
は
、
井
上
家
の
書
物
と
、
父
が
存
命
中
に
集
め
た
も
の
と
が
一
緒
に
な
っ
て
混
在
し
、
埃
が
か
ぶ
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
哲
学
堂
が
東
京
都
か
ら
中
野
区
に
移
管
さ
れ
た
と
き
に
、
図
書
館
内
の
書
物
の
中
か
ら
私
の
家
の
も
の
を
整
理
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
紐
で
束
ね
て
あ
っ
た
も
の
の
中
に
、
こ
の
原
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
　
原
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
活
字
の
号
数
が
指
定
さ
れ
、
朱
が
入
っ
て
推
敲
し
て
い
ま
す
の
で
、
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
、
講
演
な
ど
に
追
わ
れ
て
、
刊
行
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
　
（
以
上
談
話
）
「
南
船
北
馬
集
』
第
一
六
編
の
印
刷
に
つ
い
て
　
印
刷
に
あ
た
っ
て
、
原
稿
通
り
に
指
定
し
て
再
現
す
る
よ
う
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
準
を
決
め
て
統
一
を
と
る
よ
う
に
努
め
た
。
一
、
円
了
の
自
筆
原
稿
は
旧
正
字
体
と
略
字
体
が
混
在
し
て
い
　
る
。
そ
こ
で
既
刊
の
第
一
五
編
を
基
準
と
し
て
旧
字
体
を
用
　
い
、
活
字
の
大
き
さ
や
組
み
方
に
つ
い
て
も
、
原
稿
の
指
定
が
　
第
一
五
編
と
同
じ
な
の
で
、
指
定
通
り
と
し
た
。
二
、
原
稿
の
中
に
は
焼
け
焦
げ
て
欠
損
し
て
い
る
部
分
と
判
読
不
　
能
の
文
宇
が
あ
り
、
該
当
箇
所
は
一
文
字
分
に
［
一
つ
で
表
わ
　
し
た
。
三
、
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
て
も
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。
　
な
お
、
今
日
で
は
使
用
を
つ
つ
し
む
べ
き
差
別
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
初
公
開
の
研
究
資
料
で
あ
り
、
ま
た
井
上
円
了
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
あ
え
て
改
め
ず
、
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。
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南船北馬集第一六編の原稿（2枚目）
82
南船北馬集第一六編の原稿（98枚目）
「
ギ
匿
翫
峯
階
翫
削
繍
樽
序
閥
響
馴
懸
劇
鑑
錦
闇
剛
⊃
｜
二
、
…
二
…
－
、
…
二
二
一
二
ニ
ト
…
「
口
」
「
口
、
　
　
ご
塞
謁
、
曜
．
渥
婁
禦
璽
奮
暑
閨
ピ
｜
南船北馬集第一六編の原稿（144枚目）
84
嵐
冤
餐
．
｝，
ﾆ
丁
，
鍾
罎
禦
曜
、
蕎
尋
，
ぎ
盲
フ
忍
〈
竈
製
南船北馬集第一六編の原稿（144枚目）
85
貨
己
！
Ω
三
亥
、
－
ひ
ε
雇
三
＋
二
、
廿
五
（
毒
製
．
南船北馬集第一六編の原稿（192枚目）
あ
　
と
　
が
　
き
　
今
年
度
の
ま
だ
春
休
み
中
の
四
月
三
日
に
田
中
菊
次
郎
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
肺
ガ
ン
手
術
成
功
後
の
「
緑
膿
炎
」
が
原
因
と
奥
さ
ん
か
ら
う
か
が
い
ま
し
た
。
　
田
中
さ
ん
中
心
に
円
了
研
究
会
が
出
発
し
て
三
年
後
に
、
こ
れ
を
母
胎
と
し
て
現
在
の
第
三
部
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
部
会
の
研
究
も
、
あ
と
一
年
で
一
応
終
っ
て
、
ま
と
め
る
と
い
う
段
階
に
、
し
か
も
、
咋
年
度
の
総
合
討
議
に
参
加
さ
れ
な
が
ら
、
仕
上
げ
に
近
く
な
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
す
（
先
の
第
2
号
が
、
田
中
先
生
の
追
悼
特
集
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
）
こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
　
一
九
八
五
年
四
月
発
足
の
予
定
で
、
図
書
館
に
「
井
上
円
了
資
料
室
」
が
設
置
さ
れ
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
井
上
円
了
の
研
究
者
に
は
、
非
常
に
研
究
し
や
す
い
条
件
が
と
と
の
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
実
現
ま
で
の
関
係
各
位
の
御
尽
力
に
感
謝
し
、
今
後
、
こ
れ
を
機
会
に
、
研
究
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
昨
年
中
国
の
大
学
・
研
究
所
を
訪
ね
た
と
き
、
中
国
の
研
究
者
に
「
円
了
の
暫
学
」
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
ま
と
め
と
、
研
究
の
発
展
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
資
料
集
を
出
す
費
用
も
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
、
針
生
清
人
氏
に
校
閲
を
お
願
い
し
、
『
南
船
北
馬
集
第
一
六
編
』
を
収
録
し
ま
し
た
。
次
号
は
「
教
育
理
念
特
集
」
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
木
宏
夫
記
）
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